
＜プレスリリース＞ 

2021年11月5日 

のぼりべつクマ牧場 

 

 

牧場で暮らすクマたちの毎日をもっと幸せに。 

環境エンリッチメントの取り組みを促進し、動物福祉向上へ！ 

 

のぼりべつクマ牧場、クラウドファンディングプロジェクトを11月8日に公開。 

~120万円を目標に、12月24日まで支援募集中~ 

 

 

のぼりべつクマ牧場（所在地：北海道登別市、代表：宮﨑靖志）は、牧場で暮らすクマたちの生活環境エンリッチ

メントに向けた取り組みを加速させるため、クラウドファンディングサービス「READYFOR」にて11月8日より「#の

ぼりべつクマ牧場｜クマへの恩返し作戦！動物福祉の向上へ」を開始いたします。120万円を第1目標に12月24日ま

で支援金を募集いたします。 

 

（11月8日12時公開予定プロジェクトページURL：https://readyfor.jp/projects/bearpark-welfare） 

 

 
 

当園は1958年（昭和33年）7月に、北海道の野生動物の保護と観察、研究のために、エゾヒグマ8頭の放飼からスタ

ートしました。現在では60頭をこえるクマたちを飼育しています。開園以降、クマ牧場形態の先駆者として現在に

至るまでの60年以上、エゾヒグマやエゾリスなど北海道の野生動物を展示し、動物たちのことを知って頂くだけで

なく、繁殖や生態生理の研究、全国の動物園へのヒグマの搬出、衰弱した野生子グマの保護活動なども行っていま

す。 

 

現代の北海道では、野生のクマが人里に下りて悪さをするニュースがしばしば取り上げられ、クマと人間との間に

生じている軋轢が問題となっています。そのような中で私たちは、クマと人間が共生できるよう、野生のクマを

適切に保護・管理し、彼らの行動を理解することが大切だと考えています。 

 



こうした考えに基づき、のぼりべつクマ牧場では、北海道大学や酪農学園大学、帯広畜産大学など、複数の大学と

ヒグマを知るための共同研究を継続して行っています。ここ10年では、数多くの研究発表を行い、計8本の論文が

国際的な科学誌に掲載されました。 

 

60年以上の歴史をもち、クマ牧場の先駆けとして人間とクマの軋轢解消に向けて研究を進めてきたのぼりべつク

マ牧場。今後も人間とクマが共生できる未来に向けて、国内のクマ牧場全体を良い方向に牽引していけるよう

に、クマ牧場形態での動物福祉向上のノウハウ確立に向けた取り組みを加速させるべく、この度クラウドファン

ディングを通してのぼりべつクマ牧場で暮らすクマたちの住環境向上に向けた資金を募ります。 

 

 

 
（第1目標120万円に到達したら、現在節約しながら使っているエンリッチメント備品を追加購入することができます。） 

 

 

 
（第3目標600万円まで到達できれば、個体診療用の医療器具を揃えることができます。） 



 
 

 

【クラウドファンディングプロジェクト概要】 

・タ イ ト ル：のぼりべつクマ牧場｜クマへの恩返し作戦！動物福祉の向上へ 

・ページURL：https://readyfor.jp/projects/bearpark-welfare 

・実 行 者：のぼりべつクマ牧場（運営元：登別温泉ケーブル株式会社） 

・目 標 金 額：第1目標120万円／第2目標 計310万円／第3目標 計600万円 

・募 集 期 間：2021年11月8日（月）12時~12月24日（金）23時 

・形 式：通常型／All-or-Nothing形式 ※All-or-Nothing形式とは、目標金額に到達しなかった場合、プロ

ジェクトは不成立となり、全額が支援者に返金されます。 

・支援コース：3,000円〜50万円まで 

・リターン例：クラウドファンディング限定オリジナルグッズ「ヒグマあるある冊子」や「エンリッチメント卓上

カレンダー」、1日招待券や遠方の方向けにヒグマのオンラインレクチャー（計4回実施予定）など 

・検索ワード：「のぼりべつクマ牧場 レディーフォー」 

 

※ご支援は、上記クラウドファンディングページURLから、クレジットカードもしくは銀行振り込みにて可能です。 

 

 

 

 

 

このプレスリリースに関するお問い合わせ・取材等は以下の連絡先へお願い致します。 

…………………………………………………………………………………………………………………………………… 

〒059-0551 北海道登別市登別温泉町224番地 登別温泉ケーブル株式会社 のぼりべつクマ牧場 

担当／動物課 松本 又は 総務課 吉田 TEL：0143-84-2225 FAX：0143-84-2857 


